
７月より職員給与と議員報酬を削減

６月議会の一般質問において９項目を追及！

職員・議員給与削減で公約を実現！
　６月定例議会で、県職員の率にして7.8%の給与を引き下げる
条例案を可決。同時に議員報酬も10％引き下げることになり、
いずれも７月から実施されています。

　引き下げの条例案に関して、みんなの党は自民党、公明党と
共同提出しましたが、民主党、市民ネット・社民・無所属、共産党
など、選挙で労働組合が支援する会派は反対したのです。この
姿勢、県民の方を向いて県政を行っていると言えるでしょうか？

　みんなの党は、労働組合など既得権と戦っていますが、そう
した努力が実り、部分的ながら、選挙時に公約した公務員給与
・議員報酬削減を実現することができました。

水野文也は、６月定例議会において一般質問を行い、以下に記した９項目について質問しました。

　採用試験を受ける正規職員と異なり、臨時・非常勤職員の
採用が公平に行われているのか問い合わせがありました。
期限を設けて公平性を担保していると答弁がありました。

県立高校の入学試験制度について

臨時・非常勤職員採用について１ ２

３

５

８

県立東金病院について

郷土芸能・伝統的工芸品について

ハラールについて
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４ ニュースポーツの振興について

６ 商店街の活性化について

7 仕組み債について

水野文也ホームページでは、随時「真実を発信」しています。
携帯電話でもご覧頂けます。左のＱＲコードをお使い下さい。

また、ハフィントン・ポスト日本語版において
現在、コラムを連載中！
http://www.huffingtonpost.jp/fumiya-mizuno/

　来年３月に閉院になる東金病院が進める「慢性疾患の
重症化予防」のプロジェクトを継続することを要望。
県立循環器病センターで引き継ぐとの答弁がありました。

　地域で古くから行われている芸能、伝統工芸は私たちの
世代が守らねばなりません。「房総のむら」にある伝統工芸を
紹介する場を拡充して欲しいと要望しました。

　千葉県で誕生したスポーツを盛んにすることは、県の
ポテンシャルを引き出すことに繋がるでしょう。
市川が発祥地であるフットベースボールの振興を働きかけました。

　前後期制で行う県立高校の入試について、現場では一本化を
望む声が多いようです。現行制度の維持を要望する一方、来年の
入試が今まで通り実施されることを確認しました。

　地方都市で問題になっている商店街の“シャッター通り”化。
市川でも最近は閉店する店舗が目立つようになっており、
改善策を急ぐよう当局を追及しました。

　昨年、水野文也の質問により外郭４団体が購入した仕組み債に
巨額の含み損が発生していることが明らかになりましたが、
今回の質問でも安定運用を心掛けるよう要望しました。

　昨年に続き質問。イスラム圏からの観光客誘致を推進するほか、
県産品の輸出先が広がるように、ハラール（イスラム教で
食べられるもの）への取り組み強化を働きかけました。

９ 国際バルク戦略港湾について
　新日鉄住金が君津製鉄所で高炉１基休止を決定。
そんな中で、千葉の鉄鋼産業が競争力をアップできるよう、木更津港の国際バルク戦略港湾化に注力すべきと提言しました。



Q

A

Ａ ＣＢ

問題１

問題２

問題３

Ｂ

ＣＡ

Ａ Ｃ

Ｂ

フィリピン インドネシア マレーシア
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永井荷風 直木三十五 有島武郎

千葉県議会の現在の定数は何人でしょう？

市川市文学ミュージアムで開館特別展が開かれた
　　　　　　　　　　　　市川に縁がある作家は？

森田知事が来年訪れる、
首都がクアラルンプールの東南アジアの国は？

　　　　　　マレーシア
　毎年、森田知事は東南アジアの国を訪れ、友好を深めるだけではなく、観光客誘致
や県産品の輸出促進などを進めようとしています。これまでにシンガポール、タイ
などを訪問しました。来年、訪れるマレーシアは初のイスラム教国でもあるため、
ハラールに取り組む水野文也は担当セクションと協議。同国の知事歴訪が成功する
よう努めております。
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　　　　　　95人
　千葉県議会の定数は95人です。辞職や在職中に亡くなった議員もいるので、欠員
が５人生じており、８月10日現在は90人。ちなみに、私も所属する、みんなの党の
議員は３人しかいません。毎年、２、６、９、12の各月に定例議会が開催されます。７月
から議員報酬が１割カットされることになりました。

　　　　　　永井荷風
　市川市文学ミュージアムは構想から９年、今年７月20日に市川市生涯学習センター
の中にオープンしました。市川市ゆかりの文学者や評論家など幅広い分野で活躍した
作家を紹介する施設です。その開館特別展では晩年を市川で過ごした文豪「永井荷風」
が開催、「断腸亭日乗」と「遺品」を相互に結び付けながら紹介されました。

の水野文也

県会議員のクイズ王、水野文也が県政を中心に
　　　　　　千葉や市川に関する問題を出題します。

千葉・ 市川

フジＴＶ系「笑っていいとも」にクイズ王として
　　　　　　　　　　　準レギュラーで出演（2012年１～２月）


